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こ
の
シ
ス
テ
ム
は
、
育
児
の
手
助
け
を
し
た
い
人
（
協
力
会
員
）
と
、
育

児
の
お
手
伝
い
を
し
て
欲
し
い
人
（
利
用
会
員
）
が
会
員
と
な
っ
て
、
お
互

い
に
子
育
て
を
助
け
合
う
制
度
で
す
。
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

が
、
組
織
の
中
心
に
な
っ
て
運
営
し
ま
す
。

　

か
つ
て
ご
近
所
づ
き
あ
い
な
ど
で
日
常
的
に
行
わ
れ
て
い
た
子
供
の
預

け
あ
い
を
、
新
し
い
形
で
サ
ポ
ー
ト
す
る
活
動
と
言
っ
て
も
よ
い
で
し
ょ

う
。
安
心
し
て
子
育
て
が
で
き
る
環
境
づ
く
り
を
地
域
の
人
同
士
で
進
め

て
い
き
ま
す
。
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こ
の
シ
ス
テ
ム
の
実
施
に
は
、
人
口
５
万
人
規
模
以
上
の
市
が
適
当
で
あ

る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
町
の
行
財
政
シ
ス
テ
ム
再
構
築
プ
ラ
ン

の
中
で
「
子
育
て
サ
ポ
ー
ト
シ
ス
テ
ム
の
構
築
」
は
重
点
施
策
に
な
っ
て
お

り
、
当
別
町
子
育
て
行
動
計
画
の
町
民
意
向
調
査
で
も
、
子
育
て
支
援
策
と

し
て
の
「
子
育
て
サ
ポ
ー
ト
シ
ス
テ
ム
」
が
熱
望
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人　

当
別
町
青
少
年
活
動
セ
ン
タ
ー『
ゆ
う
ゆ
う　

』」
２４

が
行
う
子
育
て
支
援
事
業
の
中
で
は
、
こ
の
シ
ス
テ
ム
と
同
様
の
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
し
て
い
ま
す
。

　

町
で
は
「
ゆ
う
ゆ
う　

」
と
共
に�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�
�

�

２４

�
の
検
討
を
重
ね
て
、
出
来
上
が
っ
た
素
案
を
基
に
、
９
月
に
協
力
会
員
の

養
成
講
座
を
開
催
、　

月
〜　

月
に
シ
ス
テ
ム
の
試
行
を
実
施
し
ま
し
た
。
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11
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試
行
に
参
加
し
た
会
員
相
互
の
声
か
ら
、
シ
ス
テ
ム
実
施
に
当
た
っ
て
、

協
力
会
員
、
利
用
会
員
、
関
係
す
る
団
体
・
機
関
な
ど
で
構
成
す
る
「
検
討

委
員
会
」
が
立
ち
上
が
り
、
試
行
で
の
実
績
も
踏
ま
え
て
素
案
の
検
討
を
し

て
い
く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
後
、
当
別
ら
し
い
「
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
シ
ス
テ
ム
」
の
検
討

を
重
ね
、
平
成　

年
４
月
１
日
の
本
格
実
施
に
向
け
て
取
り
進
め
て
い
き
ま

１８

す
。
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　自分の子供が小さいとき、ご近所の人に面倒を見て
もらえてとても助かりました。今度は自分が空いた時
間を使って、困っているお母さんの役に立ちたいと
思っていたので、ファミリサポートに登録しました。
　今の時代、ご近所でもお子さんを預けたりすること

は遠慮もあり難しいですよね。
今回、佐々木さんの赤ちゃんを３時間預
かりました。お母さんが迎えに来た
とき、とてもうれしい笑顔でお母さ
んを見つめていたのが印象的でし
た。お母さんも新たな気持ちでま
た子育てを頑張ろう思うのではない
でしょうか。出来る限りそんなお母

さんの応援をしていきたいと思います。

　ファミリーサポートシステムが出来て、良かったと
思います。支援センターで事前に預かってもらえる方
と打ち合わせもできるので、安心できます。
　今回子供を預かってもらって、有意義に時間を使う
ことができました。最近人見知りするので心配でした
がそれほどでもなかったようです。
　制度を利用する上で、用事があると
きばかりでなく、母親が子供と離れ
て自分の時間を過ごし、リフレッ
シュできることも大切なことだと
思います。新たな気持ちで子供と
向き合えると思います。これから
も、上手に制度を利用していこうと
思います。

「ファミリーサポートシステム」「幼保一
元化検討協議会」の問合せは、子育て推進
課（「ゆとろ」内・�23－3024）へ。

����������	
�������
 　町では、総合的に子育てを支援する「総合施設（幼保一元化）」を
検討していくため「幼保一元化検討協議会」の委員２名を公募して
います。１２月１５日（木）までに、履歴書を添えて応募してください。
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はい、わかりました。
どなたか連絡をとり
ましょう。

明日の夕方、○○さんのお子さ
んを保育所に迎えに行っていた
だけますか？

はい、いいですよ。

���������	�
���

����

�入会の会費はいりませんが、利用時に３０分ごとに
   料金（３００円）がかかります。
�援助は、原則として協力会員の自宅で行います。

������ ������

明日、残業なので誰か子
供を保育所に迎えに
行ってほしいのですが。

�協力会員・利用会員の登録募集中。
�両方に登録することができます。
�子育て支援の輪を広げませんか？

�����

����
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����� ����

《利用会員　佐々木仁美さん》 《協力会員　澤邊富枝さん》������� ��������	
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�休日出勤、どこかで預かってもらえないかな
�家族が急に病気、子供の世話はどうしよう
�結婚式に招待された。でも赤ちゃんが・・・
�自分の時間を楽しんでリフレッシュしたい

������

�０～６歳までのお子さんのいる家庭
�当別町内に居住または在勤の方
�センターの説明会に参加された方
�登録していれば突発的な場合も利用可能

����������	
���

�子供が好き
�子育ての経験を生かしたい
�若いお母さんの役に立ちたい

�只今子育て中、一緒に遊ばせたい

������

�子育てに関心があり子育て家庭を支援したいと
希望する２０歳以上の方（保育資格等は問わず）
�当別町内に居住または在住の方
�当センターの研修を受講された方
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私
た
ち
の
生
活
は
、
下
水
道
が
整
備
さ
れ
る
こ
と
に
よ

り
、
水
洗
化
が
進
み
、
家
庭
排
水
を
川
へ
流
す
こ
と
も
少

な
く
な
り
快
適
な
生
活
環
境
が
整
っ
て
き
ま
し
た
。

　

町
で
は
、
暮
ら
し
に
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
下
水
道

事
業
に
、
町
民
の
意
見
を
反
映
す
る
た
め
「
当
別
町
下
水

道
事
業
運
営
委
員
会
」を
設
置
し
ま
し
た
。
委
員
会
で
は
、

事
業
の
円
滑
で
効
率
的
な
運
営
の
た
め
に
、
下
水
道
受
益

者
負
担
金
や
下
水
道
使
用
料
、
下
水
道
運
営
に
関
す
る
こ

と
を
調
査
、
審
議
し
て
い
き
ま
す
。

　
　

月
１
日
に
開
催
し
た
第
１
回
会
議
で
は
、
委
員
へ
の

１１
委
嘱
状
交
付
と
会
長
な
ど
の
選
出
、
下
水
道
事
業
の
概
要

説
明
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
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「
当
別
町
協
働
の
指
針
策
定
検
討
委
員
会
」
の
第
４
回
会

議
を　

月　

日
に
開
催
し
ま
し
た
。

１０

２１

　

会
議
で
は
、
町
行
政
に
多
様
な
住
民
意
見
を
反
映
す
る

た
め
の
手
法
と
し
て
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
コ
メ
ン
ト
（
意
見
公

募
）、
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
イ
ン
ボ
ル
ブ
メ
ン
ト
（
住
民
参
画
）

の
制
度
化
に
つ
い
て
、
事
務
局
か
ら
説
明
が
あ
り
ま
し

た
。「
協
働
の
指
針
」
の
策
定
で
は
、
骨
子
（
案
）
に
対
し

て
の
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
コ
メ
ン
ト
実
施
や
関
係
団
体
と
の
意

見
交
換
を
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
前
回
に
引
き
続
き
、
当
別
町
で
協
働
に
取
り
組

む
と
き
の
課
題
な
ど
に
つ
い
て
、
意
見
を
出
し
合
い
ま
し

た
。
検
討
委
員
会
の
提
言
書
に
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
る
上
で
大
き
な
柱
と
し
て
盛
り
込
む
内
容
を
整
理
す
る

た
め
、
も
う
一
度
各
委
員
よ
り
提
案
を
受
け
、
次
回
委
員

会
で
さ
ら
に
議
論
を
深
め
て
い
き
ま
す
。
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環
境
対
策
課
（�
2
3
―
2
5
0
3
）
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有
料
化
に
よ
り
、
ご
み
減
量
化
に
対
す
る
意
識
が
高

ま
り
、
リ
サ
イ
ク
ル
の
促
進
に
も
つ
な
が
る
と
考
え
て

い
ま
す
。
ま
た
、
出
す
ご
み
の
量
に
応
じ
た
負
担
と
な

る
こ
と
、
減
量
に
努
力
さ
れ
て
い
る
人
の
努
力
が
報
わ

れ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
費
用
負
担
の
公
平
化
に
も
つ
な

が
り
併
せ
て
実
施
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
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有
料
化
に
は
メ
リ
ッ
ト
や
デ
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す

が
、
減
量
化
と
併
せ
て
有
料
化
の
実
施
を
考
え
て
い
ま

す
。
ま
た
、
金
額
の
設
定
に
つ
い
て
は
、
低
価
格
に
設
定

し
た
場
合
、
減
量
効
果
が
薄
れ
リ
バ
ウ
ン
ド
の
可
能
性

も
あ
り
ま
す
。
過
度
な
負
担
と
な
ら
な
い
よ
う
設
定
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
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平
成　

年
度
の
ご
み
処
理
費
用
の
総
額
は
約
2
億
7

16

千
万
円
か
か
っ
て
い
ま
す
。
焼
却
灰
な
ど
を
埋
立
て
る

最
終
処
分
場
の
建
設
費
も
膨
大
で
、
一
連
の
ご
み
処
理

施
設
の
延
命
の
た
め
に
も
減
量
が
必
要
で
す
。
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全
道
で
、
収
集
ご
み
・
粗
大
ご
み
な
ど
、
何
ら
か
の
家

庭
ご
み
を
有
料
化
し
て
い
る
の
は
１
６
０
市
町
村
あ
り

ま
す
。
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ご
み
の
資
源
化
な
ど
の
方
策
を
調
査
し
、
併
せ
て
家

庭
で
で
き
る
減
量
方
法
に
つ
い
て
情
報
提
供
し
て
い
き

ま
す
。
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戸
別
収
集
は
収
集
時
間
が
か
か
り
、
人
件
費
増
や
収

集
車
の
増
車
が
必
要
で
経
費
が
増
加
す
る
た
め
、
粗
大

ご
み
を
除
き
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
収
集
を
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
ル
ー
ル
違
反
の
ご
み
出
し
に
つ
い
て
は
、
ご
み

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
管
理
と
と
も
に
地
域
の
協
力
も
お
願

い
し
ま
す
。
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単
価
が
大
変
高
価
で
、
袋
の
経
費
は
皆
さ
ん
の
負
担

に
つ
な
が
り
ま
す
の
で
導
入
は
難
し
い
と
考
え
ま
す
。

　

ご
み
の
出
し
方
は
、
今
ま
で
の
分
別
方
法
と
変
わ
り

な
い
た
め
、
半
透
明
の
袋
の
採
用
を
考
え
て
い
ま
す
。
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全
道
的
に
は　

リ
ッ
ト
ル
の
袋
で
1
枚　

円
と
い
う

40

80

市
町
村
が
多
い
よ
う
で
す
が
、
他
市
町
村
の
設
定
も
参

考
に
し
な
が
ら
検
討
し
ま
す
。

��
�
マ
イ
バ
ッ
ク
運
動
に
よ
る
レ

ジ
袋
の
ポ
イ
ン
ト
制
導
入
を

検
討
し
て
ほ
し
い
。

�
リ
サ
イ
ク
ル
に
は
エ
ネ
ル

ギ
ー
が
必
要
な
の
で
、
リ
ユ
ー

ス
（
再
使
用
）
を
推
進
し
た
方

が
良
い
と
思
う
。
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有
料
化
の
実
施
２
年
前
と
実
施
２
年
後
の
比
較
で
、

室
蘭
市
は　

％
、
留
萌
市
は　

％
程
度
減
量
し
て
い
ま

35

２０

す
。
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ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ご
み
」
と
し
て
無
料
扱
い
と
考
え
て

い
ま
す
。「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ご
み
」
は
、
基
本
的
に
は
地

域
な
ど
が
奉
仕
活
動
で
集
め
た
ご
み
と
考
え
て
い
ま
す

が
、
取
り
扱
い
方
法
な
ど
、
皆
さ
ん
の
意
見
を
聞
く
中
で

整
理
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

��



��������	 �

�

�

�

�

�����������������������������������

�����������������������������������

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�

�

�

�

�����������������������������������

�����������������������������������

�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�

��������������

 年間　3.3月分支給
町長が50％、助役・教
育長が20％削減して
支給しています。

850,000円���

700,000円���

610,000円���

310,000円���

260,000円���

240,000円�����

���������������������������

213人221人223人227人230人236人���

△8△2△4△3△6���

　平成17年度から人事行政の公平性・透明性の確保を目的として「人事行政の運営などの状況」を公表することが
義務付けられましたので、お知らせします。
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40.0323,500円398,000円355,000円282,300円170,700円���

45.8364,000円372,400円279,100円238,100円138,800円���
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【配偶者】13,500円
【扶養家族】配偶者除く
①2人まで（配偶者扶養）１人：6,000円
②1人（配偶者非扶養） 6,500円
③1人（配偶者無） 11,000円
④その他 5,000円
満15歳の年度始～満22歳年度末まで
子1人につき5,000円加算

����

����

【自宅の場合】 10,000円
【借家の場合】
18,000円以内：7,000円を控除した額
18,000円超：27,000円を限度に支給

����

����

通勤距離2km以上の職員に支給
【交通機関使用者】
6カ月定期などの価格により一括支給
【上記以外の場合】
通勤距離に応じて24,500円を限度に支給

����
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  6月期 期末手当：1.4月分、勤勉手当：0.7月分
12月期 期末手当：1.6月分、勤勉手当：0.7月分
平成17年度は、期末勤勉手当合計額より11％削
減し、支給しています。

���
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　　　　　【自己都合】　【勧奨・定年】
勤続20年　　21月分　　　27.3月分
勤続25年　　33.75月分　  42.12月分
勤続30年　　47.5月分　　 59.28月分

����

【部長職】　給料月額の12％
【課長職】　給料月額の8％
【浄水場長】　給料月額の6％
【保育所長及び副園長】　給料月額の5％

�����

世帯区分や扶養家族の人数により支給
【世帯主】①扶養3人以上　  195,300円
　　　　　②扶養1人～2人　173,100円
　　　　　③扶養0人　　  　106,300円
【その他】　　　　　　　　    69,400円

�����
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　職員の給与は、基本給と扶養手当、住宅手当などの諸手当から成り立っており、町議
会の議決を経て定められています。

　町では、定員管理適正化計画を策定し、平成17年度から
平成21年度までの5年間に職員数を23人削減します。

����

　年度当初に研修計画を立て、職員の能力向上などの
ため、各種研修を実施しています。
　平成16年度の研修修了者は、39人です。

������

　職員の健康保持、増進を図ることを目的とした健康
診断、相談などの事業を行っています。また、町が行わ
なければならない元気回復などの事業を職員福利厚生
会へ委任し、その一部を補助しています。
　さらに、衛生委員会を設置し職場における健康安全
管理の指導、啓発を行っています。
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　分限処分とは、心身の故障などのために職員が職務を十分に果たすことができない場合に行う処分（降任、免
職、休職など）を言います。また、懲戒処分は公務員の秩序を維持するための職員の義務違反に対する制裁措置
（戒告・減給など）を言います。16年度は、処分事案はありませんでした。
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最
近
は
、
結
婚
後
も
仕
事
を
続
け
る
女
性
の
数
が
増

え
て
い
ま
す
が
、
主
婦
の
方
で
パ
ー
ト
に
出
て
い
る
人

も
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ
の
と
き
気
に
な

る
の
が
、
パ
ー
ト
収
入
と
税
金
と
の
関
係
で
す
。

　

パ
ー
ト
に
出
る
場
合
、
パ
ー
ト
で
働
く
主
婦
自
身
に

所
得
税
や
住
民
税
が
か
か
る
か
ど
う
か
、
夫
が
負
担
す

る
税
金
や
勤
務
先
か
ら
支
給
さ
れ
る
手
当
な
ど
が
不
利

に
な
ら
な
い
か
ど
う
か
な
ど
、
気
に
な
る
と
こ
ろ
を
一

覧
に
し
ま
し
た
。
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9000423事務職�����
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044議会

�
�
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�

35053総務
△21513税務
△21816農水
066商工
02525土木
15354民生
01212衛生

△63327教育����

△11312水道
��
�
�
�

�
� 077下水道

077その他
△7243236��
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土・日曜日15分45分17時45分8時45分38時間45分
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10.6日236人2,494日9,315日
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平成16年4月1日の採用者は３人で、平成17年３月３１日の退職者は9人です。
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平成19年10月6日平成15年10月7日
非常勤金光　孝生委員長

非常勤三浦　義雄委員
非常勤祖母井　里重子委員
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１人１人１人
石狩市監査事務局が併任
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　平成16年４月1日から平成17年3月31日までに勤務条件（給与、旅費、勤務時間、休暇、執務環境、福利厚生、転
任、任用、その他）に関して、措置要求はありませんでした。
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　平成16年４月1日から平成17年3月31日までに不利益処分（降給、降任、休職、分限処分、戒告、減給、停職、懲
戒免職、転任、その他）に関して、不服申し立てはありませんでした。

（敬称略）

（人）
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　　　  (11月5日）

��������	
������

　北海道への移住を考えている方に、１カ月の滞在を
通して当別の良さを実感してもらう「当別町長期生活
体験モニター」の第1号として、大阪府から西川哲三さ
ん啓子さんご夫婦が１１月４日に来町しました。
　移住促進協議会の協力を得ながら、冬を迎える季節
をゆっくり楽しみ、1カ月間当別で生活します。
　二人は、道内を1周したこともあるほど北海道が大好
きで、息子さんが道内に勤めており、道内各地に知人
が多いことから当別町での移住体験へ応募を決めたと
いうことです。

��������	
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　　　      (11月3～6日）

　町文化協会が主催し、今年で５６回目を迎える当別町文化祭が西当
別コミュニティーセンターで開かれました。
　町内で活動している４１団体と個人の舞台発表や４４団体と個人の
作品、８７３点が展示された会場に約2,400人が足を運びました。会場
には、コーラスや詩吟などの美しい音色が響き渡っていたほか、
パッチワーク・書道・陶芸・生け花など出品者が心をこめて作った
作品が並べられ、来場者は、足を止めて見入っていました。また、
公民館会場では、菊花・盆栽展が催され大切に育てられた菊が見事
な花を咲かせていました。１１月２０日には、スターライト町内会文化
祭も開催され、１００点以上の作品展示やギター演奏、もちつきなど
を通して地域の人たちが交流を楽しんでいました。

　　　　　(11月6日）

　当別青年会議所が創立２５周年記念事業として町民劇
「石狩川」を総合体育館で上演しました。
　町内で初めて町民手作りで行われた演劇は、４歳か
ら８１歳まで７０人の町民が性別や年代を超えて、約半年
間の練習を経て作り上げてきました。
　ちょんまげやはかまなどの衣装で役になりきった出
演者は、岩出山から移住を決めるまでの苦悩や未開の
地当別を見つけ、開拓するまでを演じきりました。　　
　詰めかけた400人の観客からは堂々とした演技に惜
しみない拍手が送られていました。
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　　　　　(10月26日）

　小さな子供を持つ親に役立つ情報を提供しようと、
子育て情報誌を発行する「ママｃｏｍとうべつ」が、
町教委の「町民自主企画講座」を利用して開いた「親
子ひろば」に100組を超える親子が集まりました。
　会場では、子供に望ましいおもちゃ選びの講演や子
育て情報コーナーと助産師から妊婦への助言、絵本ボ
ランティアのパネルシアターなどに、親も子も楽しみ
ながら元気に交流していました。
　参加者は「今日は楽しく遊べたし、ためになる情報も
入手できた」と有意義な時間に満足していました。

��������	
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　　 　(11月9日）

　町が主催して、「農業を通じた地域活性化講演会」を
「ゆとろ」で開催しました。
　農村に詳しい講師の結城登美雄先生からは「地域活
性化の原点は、ない物ねだりよりある物探しであり、
地元の物を活かし、地元で消費することが大切」と集
まった200人の参加者に伝えました。
　また、地域活性化の取り組みとして、６０歳以上の高
齢者で会社を経営している長野県の「おやき村」など
の事例をスライドを使って、ユーモアを交えながら紹
介しました。
　参加者は、メモを取ったり頷きながら熱心に話を聞
いていました。

　アメリカ旅行してからメールが来ることが
あり、便利なものだと実感する。チョコレー
トの町ハーシータウンが目的地だったが、博
物館など公共施設を行政ではなく財団が維持
管理していた。当別でも会館などは行政が管
理するのを早速検討し直そうと思う。
　ハーシーに自給自足の生活をしている
「アーミッシュ」がいた。彼等は電気や自動
車は一切使わないでランプや馬車で生活して
いたし、集団ではなく一般の人と共に生活し
ているのが驚きだった。
　ニューヨークのエンパイヤステートビルか
らマンハッタンをながめ、圧倒された。パリ
のルーブル美術館が世界一だと思っていた
が、メトロポリタン美術館の所蔵品が２００万点
と聞いてスケールの大きさに腰が抜けた。
　更に驚いたのは館内の仕事をしている人が
ボランティアであると云うから、どうしたら
こんな事が出来るのかと思った。
　ニューヨークで最高級のバーグドルフ・
グッドマンと云うデパートを覗いてみた。
世界の超一流ブランドが並んでゴージャスな
気分だったが、私の小遣いで買えるものは一
つもないので「私はトイレを探しています。
どうぞ教えて下さい。」と、下手な英語で尋ね
たら６階だと教えてくれたので言葉が通じた
と思い、ちょっといい気分になった。
　それにしても日本のデパートでトイレだけ
聞いて満足して帰った事などなかった。
　アメリカがチップとカード社会だと云う事
も良くわかった。一緒に行った人が地下鉄で
切符を何回入れても改札口が開かないで困っ
ていたら、黒人の婦人が開けてくれたのでお
礼を云って行こうとしたら２ドルチップをく
れと云われたと大笑いだった。
　一流のホテルに予約していたのにチェック
インの時は「何かカードをお持ちですか？」
と尋ねられた。アメリカは9.11のテロ以来、
特にお金よりもカードで身分を確認すること
を優先している。レストランの支払いは全て
カードで、ボーイさんのチップだけはドルで
支払うのだから面倒だった。いい旅行だっ
た。休みをいただいて有難かった。

������������
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　１１月７日と９日の両日、当別中学校の３年生が「総合的な学習の時間」
を利用して当別高校で授業を体験しました。
　生徒たちは、中学校とはひと味違う「高校の授業」の体験に、緊張感と
好奇心をにじませながら、普段以上に真剣な表情で授業に参加していま
した。担当した先生からも「予想以上に反応が良くて、授業がやりやすかった」と好評価を受けていました。
　今後も、地元の小・中学校と高校との交流が様々な形で広がることを期待します。
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「ワールドフェスティバル（国際理解）」の発表で、参加者と挨拶を交わしたり、民族衣装を身に着けてもらうな
ど参加型になるように工夫していました。今回のフェスティバルにたくさんの地域の方が足を運んでくれたおか
げで、児童たちにとって学習の励みになり、やり遂げた達成感で満面の笑顔を浮かべていました。
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　弁華別中学校で“収穫祭”を行い、収穫した野菜で ピザやシチューを
作り、1年間の活動の喜びを分かち合いました。「総合的な学習の時間（本
校ではＢＴ=Bright  Timẽ光り輝く時間̃といいます）」で取り組む栽培学
習として、５月末からさつまいもや玉ねぎなどを植え付けました。
　生徒は昼休みや放課後にも進んで除草や水やりなどの世話を行い、無
農薬で大切に育てた作物は順調に成育し、7月下旬から収穫することができました。今回の学習で作物を育てる
楽しさを体験した生徒たちは、協力性・自主性が高まり、これからの学習にも生かされることでしょう。

当別高校
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弁華別小学校
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（11月12日）

（10月25日）

（11月7・９日）

　昭和40年に開園した当別幼稚園が40周年を、昭和50年に開園した
鉄北幼稚園が30周年を迎え、創立記念事業として各種事業を行って
います。９月１１日には、ビッグイベントの１つである両園合同の創
立大運動会が開かれ、大きな声援が飛び交いました。
　今後、ＰＴＡが中心となって記念誌の発行など、記念に残る1年間として事業に取り組んでいく予定です。

当別・鉄北幼稚園

����������������		
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（9月11日）
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弁華別中学校

� �������

　弁華別小学校で、子供たちの様子を
地域の方々に発信しようと、「わくわく
フェスティバル」を開催しました。１・
２年生は『にこにこひろば』で、ダン
ボール迷路や魚釣りなどに楽しそうに
取り組んでいました。
　3年生以上は「総合的な学習の時間」
のテーマを基に取り組み、6年生は

� ����������

� ���������������������



生 涯 学 習 だ よ り

�����������

� �����������������������������������������
���������������������������������������������������������������������������������������������������������

����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������																				



















������������������������������������������������	
��

　町青少年問題協議会主催の「当別町少年の意見発表会及び青少年健全育
成町民の集い」が白樺コミセンで開催されました。
　発表会では日頃感じ考えていることについて、小学生12人の紙上発表と
中学生3人・高校生3人によるステージ発表が行われ、来場者は熱心に聞き
入りました。
　また、小学生・中学生の2人により「美しく明るいまちづくりの決意」
を宣言し参加者全員で確認しました。
　アトラクションでは、弁華別中学校音楽部のリコーダー演奏が行われ、きれいな音色を会場に響かせました。　
　なお、小学生の部は「中小屋小学校　島崎奈穂さん」、中学生の部は「弁華別中学校　望月風花さん」が最優秀
賞を受賞しました。
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　町教委から講師を派遣する「子ども出前講座」を西当別コミセンで開催
しました。
　今回は「当別手打ち 蕎麦 の会」の方々を講師に、太美中央子ども会の親

そば

子約50人が当別産のそば粉を使って、そば打ち体験を行いました。　
　初めての体験に参加者は、粉の分量や水加減に苦心しながらも熱心に取
り組みそれぞれ自分で打ったそばを茹で上げて試食しました。
　参加者からは「おいしい」や「すこし硬い」など感想もさまざまでした
が、初めて味わう"打ち立てのそばのおいしさ"に一同感激していました。
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（11月1９日）

（11月12日）
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　町子ども会育成連合会が総合体育館で開催したスーパードッジボール大
会に練習を重ねてきた20チーム約200人の小学生・中学生と母親が参加し熱
戦を繰り広げました。
　決勝戦は六軒町Ａ子ども会と北栄町Ｃ子ども会が激しい攻防でフルセッ
トを戦い、六軒町Ａ子ども会が優勝しました。優勝の瞬間には選手や応援
の父母からも歓声が上がり、子供たちは体いっぱいで喜びを表現していま
した。表彰式では大森会長より優勝旗とトロフィ・賞状が授与され、栄誉
をたたえました。
　　　　　　　��������	
����������	
��
　　　　　　　��������	
�����	
�����	


（11月13日）

　当別中学校の３年生３人が、職場体験学習で給食センターを訪れまし
た。センター職員が給食を作るうえで衛生的に気を付けていることを説明
してから、生徒も白衣、手袋を着用して、給食のデザートをクラス別に分
ける作業をこなしました。3人は、初めて見る給食を作る大きな鍋に驚い
た様子でしたが、とても楽しそうに体験していました。
　また、献立表に載せる一口メモをそれぞれメッセージを込め書いてもら
いました。分かりやすいカットもあり、かわいい仕上がりで11月の小・中
学校の家庭に配布しました。
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昭
和　

年
８
月
の
町
広
報
で
は
、
７
月
に

３６

起
き
た
豪
雨
の
被
害
を
こ
う
伝
え
て
い
ま
す
。

と
全
町
が
水
害
に
見
舞
わ
れ
た
様
子
と
、
死

者
や
行
方
不
明
者
が
出
る
人
的
被
害
や
住
宅

や
施
設
、
農
作
物
な
ど
総
額
５
億
円
も
の
被

害
が
あ
っ
た
と
記
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
洪
水
を
繰
り
返
す
中
で
、
町

は
当
別
川
の
抜
本
的
な
治
水
対
策
を
北
海
道

知
事
に
陳
情
し
続
け
て　

年
が
経
ち
ま
す
。

３０

こ
の
間
、
町
で
も
排
水
対
策
特
別
事
業
や
河

川
整
備
を
は
じ
め
、
内
排
水
機
場
の
設
置
な

ど
各
種
対
策
の
た
め
に
2
7
0
億
円
以
上
も

の
お
金
を
つ
ぎ
込
ん
で
洪
水
対
策
に
取
り
組

ん
で
き
ま
し
た
。
そ
ん
な
歴
史
の
中
で
、
当

別
ダ
ム
の
完
成
は
「
抜
本
的
な
治
水
対
策
」
を

期
待
で
き
る
も
の
で
す
。
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昭
和　

年
か
ら
平
成　

年
ま
で
に
、
台
風

３６

13

や
集
中
豪
雨
に
よ
る
川
の
氾
濫
は　

回
を
数

26

え
ま
す
。
３
年
に
２
回
の
割
合
で
悲
惨
な
被

害
を
こ
う
む
っ
て
き
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。
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続
い
た
台
風
の
被
害
が
あ
り
ま
す
。
当
時
の

９
月
町
広
報
で
は
「�
�
�
�
�
��
�
」
と

題
が
付
け
ら
れ
、

�
�
�
�
�

　

ま
た
、
当
別
を
襲
っ
た
大
水
害
で
最
も
記

憶
に
新
し
い
の
は
、
昭
和　

年
８
月
に
２
回

５６

と
記
さ
れ
、
被
害

額
は　

億
円
、
そ

４５

の
６
割
が
農
業

関
係
だ
っ
た
と

伝
え
て
い
ま
す
。

�
�
�
�

　

現
在
、
町
の
上
水
道
は
、
町
営
東
町
団
地
の

東
側
を
流
れ
る
当
別
川
の
表
流
水
を
取
水
し
、

元
町
浄
水
場
で
浄
化
処
理
後
、
町
内
の
ほ
と

ん
ど
の
世
帯
へ
給
水
し
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
浄
水
場
の
老
朽
化
が
激
し
く
、
町

単
独
で
の
建
設
に
は　

億
円
を
超
え
る
費
用

30

を
要
す
る
と
見
込
ま
れ
ま
す
が
、
当
別
ダ
ム

と
共
に
浄
水
場
を
建
設
す
る
と　

億
円
程
度

１４

の
費
用
負
担
で
済
み
ま
す
。

　

今
現
在
も
、
町
が
有
す
る
水
利
権
だ
け
で

は
水
量
が
足
り
ず
、
不
足
部
分
は
、
ダ
ム
完
成

を
担
保
に
暫
定
的
に
認
め
て
も
ら
っ
て
い
ま

す
（
暫
定
水
利
権
）。
万
が
一
ダ
ム
建
設
が
凍

結
さ
れ
る
と
、
目
の
前
に
川
が
流
れ
て
い
る

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
水
を
飲
用
に
は
使

え
な
い
状
況
に
な
り
ま
す
。

　

町
が
札
幌
市
、
小
樽
市
、
石
狩
市
と
と
も
に

構
成
す
る
「
石
狩
西
部
広
域
水
道
事
業
団
」
で

は
、
社
会
情
勢
の
変
化
の
中
で
、
事
業
の
再
評

価
が
行
わ
れ
、
計
画
用
水
供
給
量
の
見
直
し

が
さ
れ
ま
し
た
が
、
当
別
ダ
ム
建
設
と
共
に
、

�
�
�
�

浄
水
場
や
送
水
管
な

ど
の
水
道
施
設
が
整

備
さ
れ
る
こ
と
で
、
今

後
、
安
全
で
安
定
し
た

水
道
水
を
供
給
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

�
�
�
�
�
�

　

当
別
の
稲
作
中
心
の
農
業
に
は
、
か
ん
が

い
用
水
の
確
保
が
重
要
で
す
。
当
別
川
の
洪

水
被
害
に
悩
ま
さ
れ
る
反
面
、
河
川
の
流
量

が
不
安
定
な
た
め
用
水
不
足
を
生
じ
る
こ
と

も
度
々
あ
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
一
度
用
水
と
し
て
使
っ
た
水
を

下
流
域
の
耕
地
に
還
元
利
用
す
る
た
め
の
多

数
の
揚
水
施
設
に
多
大
な
維
持
管
理
費
が
費

や
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

国
営
か
ん
が
い
排
水
事
業
も
ほ
ぼ
終
了
し
、

ダ
ム
の
完
成
が
待
た
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

将
来
に
向
か
っ
て�
�
�
�
�
�
�
と�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
	
た
め
に
、
当
別
ダ

ム
の
早
期
完
成
が
待
た
れ
ま
す
。

町民約1,100人が集結し、当別ダム早期
完成を求める町民緊急大会が、１１月２３日
に白樺コミセンで開催されました。

町民緊急大会開催
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　毎年12月から2月にかけて、水

道の凍結事故が多発します。一度

水道が凍結すると修理に多くの費

用がかかるので、それぞれのご家

庭で凍結予防策をとりましょう。

▼��������	

���������	
�����

①すべての蛇口を開ける。

②水洗トイレはレバーを「大」の

　方向に回し固定する。

③水抜き栓上部のハンドルを「止

　め」の方向までいっぱいに回す。

④①で開けた蛇口を閉める。

�水抜き栓の種類は、ハンドル

式、レバーを倒して水を抜く機

種、リモコンによる遠隔式があ

ります。

�湯沸かし器などは、その仕様に

基づいた操作を行って水抜きを

してください。

�屋外にある散水栓も忘れずに水

抜きをしてください。

▼��������	
��

�外気温が－４℃以下になったとき

�旅行などで家を不在にするとき

�一日中外気温が氷点下の真冬日

　が続いたとき

��������

�水道修理協力店へ連絡してくだ

　さい。

《毎月1日～10日》　

　辻野建設工業（株）�23－3579

《毎月11日～20日》

　大栄建工（株）�23－2032

《毎月21日～月末》　

　三共建設（株）�23－3519

▼��������	

　水道課　�22－2411

　元町浄水場　�23－2713
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　当別町の発展に尽くされた方や善行があった方を表彰する「当別町表彰
式」が11月3日（文化の日）に「ゆとろ」で行われました。
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����� 議員や農業委員などを一定期間勤め、本町の自治
への功績が顕著である方へ贈られます。

����� 防犯または交通安全、社会福祉などの発展に尽力
し、その功績が顕著である方へ贈られます。
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����� 農林・畜産・商工関係団体の長または役員などを一定年
数以上勤め、産業振興等に貢献された方へ贈られます。
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��� 寄付など、一般の模範となる行為をしたと認めら
れた方へ贈られます。
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��

いずれかの貢献賞を受賞し、その後もその分野
で貢献したと認められた方へ贈られます。
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 　町教委では、「当別町文化賞」

「当別町スポーツ賞」の受賞対象

者を調査しています。

  対象と思われる方は、問い合わ

せください。

  なお、授与式は平成18年2月末を

予定しています。

▼����

���

�国内コンクール等出場、または

全道コンクール等入賞の個人と

��������	
��
��������	�
��

�� ��

団体。（国・北海道、またはこれ

に準じる団体の主催・共催に限

る。）

�10年以上にわたり文化活動の発

展に尽力し、文化の向上に貢献

された個人と団体。

�����

�全国大会等出場、または全道大

会等入賞の個人と団体。（国・北

海道、またはこれに準じる団体

の主催・共催に限る。）

�10年以上にわたりスポーツ活動

に尽力し、スポーツの向上に貢

献された個人と団体。

▼���  選考基準に該当する町

民または活動拠点が当別町にある

個人と団体。

▼����  12月

15日（木)

▼���　町教

委管理課総務係

（ �23－2689）
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　国民健康保険は、病気やケガに備えて、お金を出し

合い、みんなで助け合う制度です。

　国保の医療費は年々増加しています。医療費が増え

ることは、国保にとっても、家計にとっても大きな負

担となっています。一人一人の心がけで医療費は節約

できます。

　今回から医療費節約のポイントを紹介し

ていきますので、ぜひともご一読ください。

��������

病気はほうっておくほど回復に時間が

かかり、治療費も増えていきます。

　生活習慣病などは、ほとんど自覚症状がないまま進

行し、気づいたときには取り返しがつかない場合もあ

ります。病気になる前に予防をすることが、医療費の

最高の節約法です。
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�������������

　所得税法などの一部が改正され、��������
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　このため、生命保険会社などから送付される控除証

明書と同様に、������������	
���

��������	
���������������

�����年の途中から国民年金に加入した場合など、

１０月以降に本年初めて納付する方については、翌年２月

初旬に同様の証明書が送付されます。

　年末調整または確定申告の手続きの際は必ずこの証

明書や領収証書が必要となりますので、申告を行うま

で大切に保管してください。

　なお、わからないことは、社会保険庁から送付される

「社会保険料（国民年金保険料）控除証明書」に記載さ

れている「お問合せ先」にご連絡ください。
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　12月7日（水）・２7日（火）
　役場国保年金係へお気軽にお越しください。

���������	
�札幌北社会保険事務所）
���12月20日（火）・10時～15時
��　商工会館（錦町）

��������

▼�����消火設備、警報設

備、避難設備・消火器

▼����平成18年1月16日（月）

～20日（金）、3月6日（月）～10日

（金）

▼���　札幌市

▼�����12月15日（木）

���������	
���

�����

▼����平成18年2月14日（火）

～17日（金）　４日間

▼���　札幌市

▼�����12月12日（月）～26

日（月）

▼��������	
����

�不特定多数の人が出入りする建

物で収容人員３００人以上など。

�������
��������	
��

�� �� ▼�����防火管理者実務経験

３年以上など多数ありますので問

い合わせください。

▼������　当別消防署消防

課指導係（�2３－２５３７）　　　　　
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�老人保健法の医療受給者のう

ち、���������	
��

��������	�
���

��������	

�該当と思われる方は、福祉係へ

申請してください。

���������	
���

�������

�入院の際に病院に提示すると、

医療費の自己負担限度額と入院時

の食事療養費が減額されます。 
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課税世帯なので「減
額認定証」の交付は
受けられません。

780円

72,300円＋1%（注１）
40,200円        （注２）

����

���

40,200円����

・健康保険証と医療
受給者証
・91日以上入院の方
は、入院日数が分か
る領収書など

過去１年の入院期間が
「90日以下」    650円
「91日以上」    500円

24,600円���
�
�
�
�

300円15,000円���

（注1）361,500円を超えた場合に、超えた額の１％を加算。
（注2）過去１２カ月間に４回以上高額医療費の支給があった場合、４回目以降の 
           限度額。
◎区分の内容など詳しくは福祉課福祉係（「ゆとろ」内・�23－3019）へ問い
合わせください。　

��������

　年に１度は、定期的に検診を受

け、自らの健康管理にお役立てく

ださい。

��������	
���
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�� ��

���������	�������　平成18年1月18日（水）
���平成18年1月25日（水）　7：30～9：30����　ゆとろ　

�������������������

700円1,400円35歳以上�����～胃バリウム検査

200円
　（350円）

400円
（700円）40歳以上

�����～胸部レントゲン検査
　　　　　　（必要者にはたん検査）

300円600円������～便の潜血検査

������������　平成18年1月26日（木）
���平成18年2月2日（木）・3日（金）　7：30～9：30��������ゆとろ　

�������������������

がん検診は上記と
　　　同じ料金

胃・肺・大腸がん検診と下記の検診がセットで
受けられます。

500円1,000円
４０歳以上

������～血液検査、尿
検査、心電図、血圧測定など

無料
����～歯の健診とブラッシング
指導

250円500円
��������～血液検査
４０・４５・５０・５５・６０・６５・７０歳の方と過去に肝機能
検査で異常があった方

500円1.000円４０歳以上
������～3月31日（金）まで
町内医療機関で受診できます。

▼���生活保護を受けている方

は無料になります。

▼��������事前に電話で

福祉課保健サービス係（「ゆとろ」

内・�２３－２３４６）へお申し込みく

ださい。

▼���　１２月３１日（土）までの

期間で各医療機関の診療日。

※実施期間が昨年より短くなりま

したのでご注意ください。

▼���①６５歳以上の方。②６０歳

以上６５歳未満の方で、心臓・腎臓・

呼吸器に重い障がい（身体障害者

手帳1級程度）のある方。

▼����　医療機関で診察し接

種可能の場合、１回接種します。

▼����　負担額1,000円。

（生活保護の方は接種料金が免除

になりますので、生活保護決定通

知書を持参してください。）

▼���　町発行の健康手帳。

（持っていない方は「ゆとろ」で

発行します。

▼����　町内の医療機関。

▼����　事前に実施医療機関

へ直接、予約してください。

※町外の医療機関で接種を希望す

る方はお問い合わせください。

▼���　福祉課保健サービス係

（「ゆとろ」内・�23－2346）
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　役場前と青山四番川に設置して

いる強震計が新型に更新されまし

た。今後は、テレビなどによる地

震速報にも対応し、今まで速報表

示がなかった当別町の震度情報も

提供されるようになります。

　現在、機器などの調整を行って

おり、震度速報表示されるのは、

来春の予定です。

　北海道高齢者総合相談センター

では、��������	�
�

と��������������

��をお受けします。

　相談方法は、電話、来所、手紙、

ＦＡＸなどでお気軽にどうぞ。

▼���　月～金曜（祝日と年末

年始12月28日～1月4日を除く）

▼����　9時～17時

  （専門相談は事前予約が必要）

▼���　同相談センター（札幌

市中央区北２条西７丁目「かでる２・

７」内・�011－251－2525/�011

－251－6256/

Ｅ-mail：soudanka@dochoju.or.jp）
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　事業用償却資産の所有者には、固定資産税（町税）が課税されます。

���　１月１日現在、町で事業を営み、事業用償却資産（税務会計上、

減価償却資産の対象とすべき資産等）を所有している方。昨年と資産内

容に変更がない方、事業を廃止した方も必ず申告してください。

��������	
����

　「住宅用地に対する固定資産税の課税標準」は、特例により価格の３分

の１（２００㎡以下の小規模住宅用地は６分の１）になります。ただし、認定

には所有者の申告が必要です。

���　１月１日現在、住宅の新築、増改築（２世帯住宅になった方など）、

滅失などで土地の利用状況が変わった方。

��������	

　増築や一部取り壊しで建物の面積に変更があった場合は連絡をくださ

い。家屋を取り壊したり未登記家屋の名義を変更したときは、届出書の

提出が必要です。届出がないと、所有していない家屋に固定資産税が課

税される場合があります。

���　１月１日現在、家屋の増築、滅失や所有者が変わった方。

��������	


　平成１７年中に住宅を新築された方は、町独自の制度により固定資産税

が減免されます。（家屋調査の際に説明と手続きを行います。）

��������　平成１８年１月３１日（火）

�������　税務課資産税係（�23－2333）

���������	��

���������	
��
�����

��������	
���
��������	�
���

�� ��

　委員会の傍聴ができます。

���　12月19日（月）18時～

���　ゆとろ

���　計画全体案の提示と検討

�������　福祉課介護サー

ビス係(「ゆとろ」内・�23－3029)
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　消費税法が平成16年4月1日から

改正され、消費税の事業者免税点

の適用限度額が1千万円に引き下

げられています。(平成１５年に課

税売上高が１千万円を超えていれ

ば平成１７年分から該当します。）

�������

　新たに課税事業者となる方は、

速やかに���������	


��の提出が必要です。

���������	
��

　

　仕入れなどに含まれる消費税額

を控除するには、帳簿や請求書な

どの保存が必要です。

　また、課税売上高が5千万円以

下の方は、売上げに係る消費税額

に、業種に応じた一定のみなし仕

入率により納付する消費税額を算

出する��������を選択で

きます。（事前に��������

��������を提出。）

�������　税務相談室（�

011－707－9111）または税務署（�

011－707－5111）へ。
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　18歳未満のお子さんの相談をお

受けします。

���　１月２６日（木）

���　ゆとろ（西町）

�����　ことば・発達の遅れ、

療育手帳の判定など。

����　北海道中央児童相談所

の児童福祉司と心理判定員

�����　12月30日（金）

����

①相談時間は、申込者の事情など

を考慮しながら決定します。（学

校の授業時間中に設定されること

もあります。）

②相談を受けるにあたって、お子

さんや家庭の様子を調査させてい

ただく場合があります。

�������　子育て推進課子

ども係（「ゆとろ」内・�２３－３０２４）
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�����　平成１８年４月１日現在

で満６０歳未満の方。

�����　若干名

�����　平成１８年４月１日～平

成１９年３月３１日

�����　原則として１３時～１８

時３０分（月～金曜）

�����　町税等の徴収事務な

ど

����　納税課納税係

���　月額162,500円

�����　履歴書、本人の住民

票

�����　１２月３０日(金)

�������　納税課納税係(�

23－2341)
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��　１２月６日（火）　１８時３０分～
���ゆとろ（西町）
��　支え合いとともに
                    生きるまちづくり
��　北海道医療大学
          看護福祉学部　横井壽之教授
��　町民の方どなたでも　
���　福祉課福祉係（「ゆとろ」
内・�23－3019）

��������	
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中卒（見込含）
17歳未満の男子

（受付は11月1日～
18年1月10日）

�����

18歳以上
27歳未満の者

（受付は随時）

������

������

江別募集事務所（�011－383－8955）・
自衛隊ホームページ
http://www.sapporo.plo.jda.go.jp/
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重松　　清その日のまえに
　
　
�
�
�

内田　康夫風の盆幻想
伊集院　静ツキコの月
坂本　　勤遠い日の歌
樋口　裕一「本を読む子」は必ず伸びる
北海道新聞社戦禍の記憶
きむらゆういちしろいやみのはてで

　
　
�
�
�

中川ひろたかだじゃれ　どうぶつえん
たかどのほうこまあちゃんのまほう
ウルフ  スタルクちいさくなったパパ
イアン・オグビーミーズルとミクロの仲間たち

�������

林　真理子アッコちゃんの時代
　
　
�
�
�

畠中　　恵おまけのこ
町田　　康告白
薬丸　　岳天使のナイフ
河村　一男日航機遺体収容
東野　圭吾容疑者xの献身　　
清水三喜雄当別創作民話龍棲む村に亜麻の花

　
　
�
�
�

木村　方一さっぽろビル街の化石めぐり
あさのあつこバッテリーⅥ
橋口いくよ皇帝ペンギン
リンドグレーン長くつ下のピッピ(アニメ版)

��������

��������	
��������	


���������	
�

��������	

　蕨岱保育所の全児童８人が「ゆと
ろ」のデイサービスを訪れ、劇や遊戯
を披露し、お年寄りに喜ばれました。
　おじいさんとおばあさんが一つの
お餅を取り合うという劇をユーモア
たっぷりに演じた児童は、お年寄り
一人ずつと握手を交わし「上手だっ
たね」とお褒めの言葉をかけても
らっていました。　　　（11月7日）

　冬の代表的な花「シクラメン」の
販売が当別高校で行われました。
　農業クラブの生徒が１年前に種か
ら育てたもので、白や赤、ピンクの
など２０種類2,300鉢がハウス内で鮮や
かに咲いていました。
　格安の値段とあって、数多く買っ
ていく人もいました。（11月12日）

��������	
�

　日赤奉仕団の一日研修会が「ゆと
ろ」で開催されました。今回は災害
救援ネットワーク北海道の山口幸雄
さんに「地域の防災力をどうたかめ
るか」をテーマに話を伺いました。　
　日頃から、災害時の奉仕活動を心
がけている団員たちは、真剣な表情
で耳を傾けていました。（11月10日）

��������	
�

　町と町防犯協会では空き巣、
引ったくりなどの事件や不審者の
出没など多発していることから青
色回転灯パトロールを開始しまし
た。小中学校の通学路や住宅地を
中心に毎週金曜日の14時から16時
３０分までの時間帯に防犯パトロー
ルを行い、犯罪の抑止と住民の意
識向上を図ります。
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　平成12年か
ら現在まで町
観光協会会長
として、駅前
のふくろう観
光案内板の整
備や町内外へ
の特産品の周
知活動などに
積極的に取り
組むとともに、石狩地方観光連絡協
議会会長も務め、観光振興に寄与し
た功績が認められ、北海道知事より
同賞を受賞しました。

����������	


　町社会福祉協議会が男性にも料理
を知ってもらい、豊かな食生活を
送ってもらおうと「男の料理教室」
を「ゆとろ」で開催しました。
　11日と18日の講習会に８人が参加
し、町の管理栄養士から包丁の使い
方などの指導を受けながら手際よく
料理していました。（11月11・18日）

��������
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�����（1月は第2木曜日に実施)

　��  1月12日・１３時～１６時　 �������������  ���������事前に福祉課福祉係（�23－3019）へ。　

�������（毎月第2・４木曜日に実施)　〔携帯電話で２４時間受け付けます。090－2070－5082へ。〕

　��  12月8日、12月22日・１３時～１６時　������������   ��������町社会福祉協議会（�22－2301）へ。

No.325

�����������11月1日現在�
 （　）は前月との比較

�������人��������

���������������
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�����������������

������ ���������

東　町敏幸〈73〉瀬川　サツ

栄　町宏〈78〉森田　ツワ

東　裏和幸〈74〉松川　 孝子 
た か こ

太美南本人〈75〉小�　 武一 
たけいち

元　町本人〈63〉岩渕　 健一 
けんいち

東　裏　　義光〈98〉渡�キクノ

東　町由夫〈77〉谷口トシ子

樺戸町勝司〈87〉松田　トキ

白樺町本人〈80〉田中　 健治 
け ん じ

樺戸町正壽〈95〉小武　はる

東　裏關一〈93〉打田　ヤヱ

緑　町本人〈80〉東方　トメ

春日町本人〈68〉川上　 晴久 
はるひさ

北栄町本人〈71〉山田　　 清 
きよし

蕨　岱本人〈84〉菊田　 守� 
もりき

春日町本人〈87〉中野　フイ

太美町本人〈95〉山田　はる

������������

���������������
ご う た

���������������
な お

���������������
か れ ん

����������������
と も か

���������������
てるただ

����������������
ひかる

　「ゆとろ」にある車いす５台（中古）を
希望する町民の方に、無償で譲ります。

　ご希望の方は、１２月２６日（月）までに

町社会福祉協議会にご連絡ください。

なお、無くなり次第終了と

します。

▼���　同協議会

　�22－2301

 （担当　木村・小国）

��������	

���������������	

�������������

+127082����
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+1797114�����
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▼森田　宏さん（栄町）から１０万円
▼川上勝代さん（春日町）から１０万円
▼橋　トシさん（対雁）から１０万円

▼打田關一さん（東裏）から５万円
▼渡辺義光さん（東裏）から５万円
▼松川和幸さん（東裏）から５万円
▼川原二三子さん（西町）から手編みの
靴下　３６足
��������	


▼セイコーマートくぼ（弥生）から
2,804円
��������	
�

▼川上勝代さん（春日町）から１０万円
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妊婦同士の交流を中心に元気に妊娠、出産期
を過ごしましょう。
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該当の日程を対象者へ通知します。
お子さんの成長を確認し、子育てや離乳食な
ど、日ごろの悩みを解消しましょう。
���������	
��をします。
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１歳から就学前までの幼児。
虫歯のチェックと、フッ素の塗布。���
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　�勤医協当別診療所
　�近藤医院
　�太美中央医院
　�スウェーデン通り内科循環器科クリニック
　�さわざき医院（要予約）
　�とうべつ内科クリニック（要予約）
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糖尿病や高血圧など生活習慣病のチェックが
できます。（４０歳以上）���������	�
��������
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バスで札幌の検診センターへ行き、胃・肺・
大腸・子宮・乳のがん検診を受診します。
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保健師や栄養士が健康についての相談に応じま
す。

������
����������

����

健康運動指導士が個別に運動方法をアドバイ
スします。
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必要な方はゆとろの運動器具を使った運動実
践ができます。

������
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脳卒中、神経難病などにより、体や言葉に不
自由さがある方。

�����
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������

外に出る機会の少ない高齢の方。
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�������

高齢の方を対象に転ばないための体づく
りについて学びます。

���
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お酒で悩んでいる方とその家族。
（断酒会の申込み・詳細）
日中は江別保健所�011－383－2111
夜間は工藤�22－2510
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���������福祉課保健サービス係（「ゆとろ」内・�２３－２３４６） 

　これまで麻しん（はしか）と風しんの予防接種は、それぞれのワクチンを接種していましたが、平成18年4
月1日よりＭＲワクチン（麻しん風しん混合ワクチン）へ変わります。これに伴い、��������	
�
�����������	
��
�����
��������はしかや風しんを予防するためにできる
だけ早く予防接種を受けましょう。
����：母子健康手帳（予防接種前には「予防接種ガイドブック」を必ず読みましょう。）
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大
根
の
煮
物
に
あ
き
た
ら
カ
レ
ー
は

い
か
が
で
し
ょ
う
か
？
大
根
に
は
、
風

邪
予
防
の
効
果
が
あ
る
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
が

多
く
含
ま
れ
て
お
り
、
特
に
葉
の
部
分

に
は
根
の
部
分
の
約
５
倍
含
ま
れ
て
い

ま
す
。
こ
れ
か
ら
の
寒
い
季
節
、
ビ
タ

ミ
ン
Ｃ
を
多
く
含
む
野
菜
を
た
く
さ
ん

食
べ
て
元
気
に
乗
り
切
り
ま
し
ょ
う
。

《�
��
�
�
�
》

大
根
＝�
本
（
約
6
0
0
g
）

玉
ね
ぎ
＝�
個

赤
唐
辛
子
＝ 
１
本

に
ん
に
く
＝ 
大
１
個

生
し
ょ
う
が 
＝
小
１
個 

ツ
ナ
缶
＝ 
2
0
0
g

ト
マ
ト
水
煮
缶
＝ 
2
0
0
g

マ
ー
ガ
リ
ン
＝ 　

g
15

カ
レ
ー
粉
＝ 
大
さ
じ
２

固
形
ス
ー
プ
＝ 
２
個

砂
糖
＝
小
さ
じ
１

し
ょ
う
ゆ
＝
大
さ
じ
１�
〜
２

パ
セ
リ
み
じ
ん
切
り

《�
�
�
》

①
大
根
・
玉
ね
ぎ
は
１�
角
位
に
切

る
。 

赤
唐
辛
子
は
ぬ
る
ま
湯
で
も

ど 
し
、
種
を
取
っ
て
２
つ
切
り
に
す

る
。
に
ん
に
く
・
生
姜
は
み
じ
ん
切

り
に
す
る
。

②
鍋
に
ツ
ナ
缶
の
油
を
入
れ
熱
し
、
そ

こ
に
大
根
を
入
れ
て
中
火
よ
り
や
や

強
火
で
炒
め
る
。

③
大
根
に
油
が
馴
染
み
、
全
体
が
き
つ

ね
色
に
な
っ
た
ら
、
に
ん
に
く
・
生

姜
・
赤
唐
辛
子
と
玉
ね
ぎ
を
加
え
、
玉

ね
ぎ
が
焦
げ
な
い
よ
う
に
中
火
で
、

き
つ
ね
色
に
な
る
ま
で
炒
め
る
。

④
③
の
中
に
ト
マ
ト
水
煮
缶
を
汁
ご
と

加
え
て
強
火
で
炒
め
、
そ
こ
に
ツ
ナ

缶
、
カ
レ
ー
粉
、
水
カ
ッ
プ
２
で
固

形
ス
ー
プ
を
溶
か
し
た
も
の
を
加
え

て
混
ぜ
合
わ
せ
る
。

⑤
④
に
砂
糖
・
し
ょ
う
ゆ
を
加
え
、
中
火

で　

分
位
煮
る
。
大
根
が
や
わ
ら
か

２０
く
な
り
、
煮
汁
に
少
し
と
ろ
み
が
つ

い
た
ら
出
来
上
が
り
。
盛
り
付
け
時

に
パ
セ
リ
の
み
じ
ん
切
り
を
ち
ら

す
。

【
調
理
の
ポ
イ
ン
ト
】

�
最
後
の
味
付
け
の
際
に
、
香
辛
料
の

ガ
ラ
ム
マ
サ
ラ
を
加
え
る
と
風
味
が
良

く
な
り
ま
す
。

�
大
根
の
葉
を
入
れ
る
場
合
に
は
、
小

口
切
り
に
し
て
大
根
を
入
れ
る
タ
イ
ミ

ン
グ
で
一
緒
に
炒
め
て
。

１
人
分
の
栄
養
価

エ
ネ
ル
ギ
ー
＝
2
4
5
キ
ロ�

た
ん
ぱ
く
質
＝　

g　

脂
肪
＝　

g

11.9

15.7

食
物
繊
維
＝　

g　

塩
分
＝　

g

4.3

2.9

カ
ル
シ
ウ
ム
＝　
�
　

鉄
分
＝　
�

64

2.5

＊
１
人
分
で
野
菜
が
2
1
5
g
と
れ
ま

す
。
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interview 
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今
ま
で
に
た
く
さ
ん
の
転
勤
を
繰
り
返
し
て
分

か
っ
た
こ
と
で
す
が
、
新
し
い
土
地
で
楽
し
く
生

活
す
る
に
は
、
仲
間
が
必
要
で
す
。

　

当
別
に
来
た
と
き
は
、
一
人
も
知
り
合
い
が
い

ま
せ
ん
で
し
た
が
、「
か
す
み
草
の
会
」
や
「
共
生

ネ
ッ
ト
」「
シ
ラ
カ
ン
バ
の
会
」
な
ど
に
入
会
す
る

こ
と
で
一
緒
に
活
動
す
る
仲
間
が
で
き
ま
し
た
。

　

そ
の
お
か
げ
で
近
所
の
人
と
の
付
き
合
い
も
広

が
り
、
一
緒
に
活
動
す
る
人
が
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
を

見
た
い
と
言
え
ば
、
車
で
迎
え
に
行
っ
た
り
も
し

ま
す
。
み
な
さ
ん
が
暖
か
く
迎
え
て
く
れ
た
こ
と

に
感
謝
し
て
い
ま
す
。
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去
年
の　

月
に
は
、
ふ
と
み
保
育
所
で
サ
ン
タ

12

ク
ロ
ー
ス
を
し
ま
し
た
。
子
供
た
ち
の
「
本
物
の

サ
ン
タ
さ
ん
が
来
た
」
と
言
っ
て
喜
ん
だ
表
情
を

見
る
と
や
っ
て
良
か
っ
た
と
思
い
ま
し
た
。

　

こ
の
他
に
も
、
家
の
前
に
雪
だ
る
ま
や
ア
イ
ス

キ
ャ
ン
ド
ル
を
作
っ
て
い
る
と
、
近
所
の
子
供
た

ち
が「
今
日
は
何
時
に
ろ
う
そ
く
を
点
け
る
の
？
」

と
寄
っ
て
く
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
厳
し
い
冬

も
雪
を
使
っ
て
楽
し
め
ば
、
あ
っ
と
い
う
間
に
過

ぎ
て
い
き
ま
す
。

　

移
住
し
て
か
ら
た
く
さ
ん
の
仲
間
が
で
き
、
趣

味
の
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
も
思
い
っ
き
り
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
今
で
は
、
当
別
に
来
て
本
当
に
良

か
っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
��
�
�
�
�
�
�
�	


�
�

���������������������
�
�
�
�
�
�
	

　

下
関
市
で
の
勤
務
を
最
後
に
定
年
退
職
し
、
ど

こ
に
住
め
ば
楽
し
く
幸
せ
に
暮
ら
せ
る
か
を
考
え

ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
息
子
が
生
活
し
て
い
る
札

幌
市
の
近
く
で
暮
ら
せ
れ
ば
老
後
も
安
心
と
思
い
、

北
海
道
へ
の
移
住
を
決
意
し
ま
し
た
が
、
ど
こ
の

ま
ち
に
住
む
か
は
と
て
も
悩
み
ま
し
た
。

　

江
別
や
長
沼
、
小
樽
な
ど
た
く
さ
ん
の
ま
ち
に

足
を
運
び
ま
し
た
が
、
最
終
的
に
た
く
さ
ん
の
自

然
が
あ
っ
て
空
気
が
お
い
し
く
て
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ

や
野
菜
づ
く
り
が
で
き
る
場
所
が
い
い
と
思
い
、

当
別
へ
の
移
住
を
決
め
ま
し
た
。

　

現
在
は
、
畑
を
借
り
て
自
分
た
ち
が
食
べ
る
野

菜
を
作
っ
た
り
、
趣
味
の
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
を
し
て

有
意
義
に
生
活
を
送
っ
て
い
ま
す
。
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　　緑町にて撮影
　　　写真提供　中野　政幸さ

ん（緑町）


